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設立年月日：平成16年12月

経営規模 ： 72.2 ha

構成員（出資者）：81人（81戸）
役員数：理事5人、監事2人、運営委員2人
常勤職員：通年雇用3人
臨時作業員：31人

組合長（代表理事）

組織構成

理事・監事

運営委員

営農・作業 機械・施設庶務・会計

経営作物と機械装備

水 稲

大 豆

玉ねぎ

8条田植機（4台）、Ｖ溝乾田直播種機（12連）

3条大豆播種機（2台）

畝立てマルチャー

農事組合法人 高野生産組合の概要



ほ場整備について

事 業 名 ：県営経営体育成基盤整備整備事業
（面的集積型）

受益面積：８１．４ｈａ
事業期間：平成29年（採択）～令和4年

超大区画ほ場が完成
しました！

約４ha、2.5ha、2ha



ほ場整備⇒スマート農業

スマート農業の取組

収量・品質
の確保

生産コスト
の削減

大区画ほ場

〇新しい技術を導入し、経験と習熟度に頼ることなく収量・品質を確保する。

〇効率的な作業による作業時間削減が、経営体の経費削減に繋がる。



スマート農業の開発・実証プロジェクト

【実証課題名】

ほ場の超大区画化に併せた次世代型大規模水田経営における
用途別多品種米低コスト・高品質型スマート農業一貫体系の実証

Ｖ溝乾田直播栽培
7,900円/60kg（10a当たり収量：645kg）

移植栽培
9,400円/60kg（10a当たり収量：585kg）

実証課題の達成目標



コンソーシアムの構成
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H31実証ほ場 125,873㎡

Ｖ溝乾田直播種栽培（つきあかり）
41,102㎡

移 植 栽 培 （コシヒカリ）
84,471㎡

R2実証ほ場 166,169㎡

Ｖ溝乾田直播種栽培（つきあかり）
127,503㎡

移 植 栽 培 （コシヒカリ）
38,666㎡

超大区画ほ場で実証
をします。

約4ha、2.5ha、2.ha



実証体系図



本日は、実証で使用した機械（一部）をご紹介します

出典：積水化学工業（株）

出典：（株）トプコン
出典：ＸＡＧ社

出典：（株）クボタ



自動操舵（直進キープ）トラクター



直進キープ・可変施肥田植機

※残念ながら、今年度の実証では機械の操作に手間取ったこと等から作業時間の効果は確認できなかった。

※

※



多機能型自動給水栓（水まわりくん）

写真：給水状況

出典：積水化学工業（株）



マルチロータ―（ドローン）：外部委託

完全自動飛行



レーザー受光感応装置付きハロー

田面の均平化

・水管理効果⤴
・除草・施肥効果⤴



目標に対する実証結果

Ｖ溝乾田直播栽培
7,900円/60kg（10a当たり収量：645kg）

移植栽培
9,400円/60kg（10a当たり収量：585kg）

実証課題の達成目標

ほ場整備完了後間もない不安定な条件下（地力むら等）に、今夏の猛暑や

台風による直接的な影響などが相まって、収穫量が著しく低下し、目標の達
成には至らなかった。
次年度においても実証を継続し、今年度の反省点や課題等を改善する中

で、「生産コスト及び収量」を検証していく。

目標に対する達成状況



今年度の成果から見た可能性

規模拡大の可能性があります 労働者の疲労度改善に貢献します

【実証項目ごとの達成状況】
・トラクター作業時間の１０％削減

・水管理システムによる６０％以上の労働力削減

作業時間の削減により、経営発展に繋がる！

【考えられる効果】
余剰時間による規模拡大
園芸生産への取組
管理作業時間への優先配分

直進キープ機能（トラクター・田植機）を活用する！

【考えられる効果】
熟練度に左右されずに作業が可能となる
まっすぐ操作するストレスが軽減される

労働安全（農作業事故防止）に繋がる

【実証項目ごとの達成状況】
・初心者でも簡単にまっすぐな田植ができた

・運転労力や精神的疲労の負担軽減が図られた



次年度の実証は・・・

超大区画ほ場での作付け（4ha、2.5ha、2ha）

メッシュマップデータを活用した可変施肥

センシングによる均一な追肥による生育確保
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